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インフルエンザの感染予防　
～咳エチケット～
寒さが増し、空気が乾燥してきました。いよいよインフルエンザの季節がやってきます。さくら荘でも、利用者の方も、職員もインフルエンザの予防注射と体調管理に気を付け、感染しないように努めています。

インフルエンザの主な感染経路は「飛沫感染」です。飛沫感染対策の基本は「咳エチケット」です。日ごろからヒトに飛沫を浴びせないことを心掛け、みんなで実行していきましょう。

手に咳やクシャミによる飛沫が多量に付着した場合は流水・石鹸で手を洗いましょう。手に多量の飛沫が付着したままで他の人や周囲の物品に触れることによって、接触による感染を広げてしまう可能性があります。そのため、手についた飛沫を速やかに洗い流す必要があります。

★面会前の手洗い・ウガイ（お願い）

これからインフルエンザ、ノロウイルス等の感染症の発症しやすい時期になります。ご面会前には手洗い・ウガイのご協力をお願いいたします。

体調の悪い方は、良くなられてからのご面会をお願いいたします。
家族会（報告）　（十一月二十二日）
一、十一月の報告と十二月のスケジュール説明
★施設長の挨拶
・インフルエンザ、ノロ対策など健康管理が大事なシーズン。スタッフ一同万全の体制で取組み二○一四年を終えたい。
★Ｏ相談員ほかスタッフからの報告
・十一月は三名退所、一名入所。ノロ対策の職員研修を終えた。インフルエンザ予防接種ほぼ全員終了。（Ｓ看護師）
・入居者の約十五名が、衆議院選挙の不在者投票する予定。職員がそのサポートをする。
・十二月の主な行事は、十日の健康診断と一九日の忘年会。忘年会にはお寿司を出す予定（Ｍ栄養士）
二、新特養老人ホームへの移転説明
★（社会福祉法人）東京都福祉事業協会・総務部長の概略説明
・平成二十九年春に、現さくら荘は廃止となり、新特養に移転する。
・基本設計資料を元に現在の進捗状況が説明された。／変更点は、地下一階に管理室などを設置すること。
・平面図の補足説明／ユニット型：窓側に個室。中央に共同スペース。多床室：窓側にベッド配置。中央は共同スペース
★鮎沢施設長の説明
・新しい施設は多床室が四十床（現六十床）、ユニット型（個室）が一○四床になる。
・現在の入居者を優先し希望居室に入居できるよう考えているが、多床室とユニット型への希望を調査したい。
・今回の調査は最終的なものではなく、今後二、三回行ない、精確な情報を把握し対処したい。
★Ｏ相談員からの説明
・「ユニットケア（個室ケア）」の考え方、多床室と個室の違い（設備、生活や料金など）の説明があった。
★北区からの説明
・今日話された費用の話はあくまで現時点での数字。現在、国が介護保険について検討中。
　来年三月に骨子が決定する。入居条件なども変更される可能性がある。
◎家族会からの主な質問
Ｑ：問題は施設より職員の数と介護の質。職員数をどう考えているのか？
Ａ：人件費を含め悩ましい問題だ。基準では、多床室で（三対

一→職員一人で三人を介護する意味。現在さくら荘は、二・

　五：一）、一方、ユニット型は二対一。（現在、東京都の
平均は、一･六：一）今後、職員の配置や勤務体制などと共
に考え決定していきたい。職員の確保も今から準備したい。
Ｑ：多床室に談話室、面会室などの計画はあるのか？
Ａ：スペースの関係上、専用のスペースは取れない。１階エン
トランス、５階の多目的室などを利用したい。

Ｑ：立面図やパース図はいつ見られるのか。着工はいつか？
Ａ：今日お配りした資料以外に、もう少し詳しいプランはお見せできる。着工は来年の秋になる。
（続きは、四ページへ）
その他の意見や説明
・運営面に少々不安もあるが、多床かユニットか、その選択は今後の情報収集、説明会で理解し決定していきたい。
・駐輪場、駐車場スペースが少ない気がするが？（Ａ：保育園用駐輪場は別にある。今後調整していく）
◎次回の家族会は、一月二十四日（土曜日）
（報告・　Ｗさん・Ａさん）

入所のお知らせ　　　　　　　　　Ｎ・Ｙ　さん

Ｎさんは大正七年生まれの九十六歳です。

耳が遠くて会話をするのが難しいのですが、いろんなことをことをしっかり見ておられ、目礼をするとしっかりと目礼のお返事をして下さいます。
「昔はいつも何かしら、家族の為に手を動かしていた自慢の母です。」と息子さんがおっしゃる通り、現在はおしぼり巻きの作業も興味深々に見学中。いつか参加して下さるのを楽しみにしています。
Ｔ・Ｍ　さん
Ｔさんは昭和五年生まれの八十四歳です。

　さくら荘の入所の前に、一年ほど老人保健施設でリハビリを頑張って、ほぼ自立した生活をされていたので、ちょっとした手すりの位置の違いや車椅子の違い、ちょっとした介助のタイミングのズレにイライラ、オロオロの混乱の最中です。

　あわてなくても大丈夫！慣れるまでにみなさん時間がかかるんですよ。ちゃんとみんなで見守っています。
Ｋ・Ａ　さん

Ｋさんは昭和四年年生まれの八十五歳です。

「お写真よりも実際の方が美男子ですね！」と、入所のお迎えをした職員の第一声です。

「今は髪が伸びていますが、もっとパリッとした良い写真があるんですよ。」と娘さんにとっても自慢のお父さんのご様子。女性ばかりの他愛もない話で盛り上がる中、「いやいや、よろしくお願いいたします。」と穏やかな表情で挨拶をして下さいました。みなさんもお会いするのを楽しみにして下さい。
お　願　い　★来年のカレンダーを集めています。

　ご自宅で不要の来年のカレンダーがありましたら、利用者様用に使わせていただければと思います。よろしくお願いいたします。
